




要約:新生児領域における在宅酸素、在宅人工換気療法の現状と問題点について検討した。

7 例の児に対し在宅酸素、在宅人工換気療法を施行した。このうち 3 年以上 follow up を

し得た 4 例について発育、発達に及ぼした影響について検討してみた。3 歳の時点で発育

は 4例中 3例がまだ正常範囲に到達していないのに対し、発達は 4例ともほぼ年齢相当の

発達を示した。施行上の問題点としては、家庭でのモニターの問題、担当医が不在の場合

の連絡の問題など運用上の問題が課題として残った。


